
取扱説明書

このたびは、ノボル卓上型PAアンプをお買上げいただき、誠にありがとうございます。
ご使用の前にこの「取扱説明書」をよくお読みのうえ、正し<お使い<ださい。
お読みになつたあとは、必ず保管してください。 (保証書付)

△ 裏面の「安全上のご注意」をお読みになつてから本文をお読み<ださい。
奎  菫

■特長
・回線選択スイッチがついています。系統別に放送ができます。
・リモートコントロールを備えております。リモートマイクやページング放送に便利です。
・マイク5/ライン1入力に優先放送機能があります。マイク6/ライン2入力、ライン3入
力からの放送の音量を自動的に減衰させ、明確な指示連絡放送ができます。

FA-606
(定格出力60W)

FA-612
(定格出力 120W)

イメージ図 :FA-606
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■安全上のご注意
この安全上のご注意及び製品への表示では、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人反への

危害や財産への損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしています。その表示と意味は次のよ

うになつています。内容をよく理解してから本文をお読みください。

敬  生
=  □

この表示を無視して、誤つた取扱いをすると、
人がル■書■腱重恒芥色う可能性が相中され △

この記号は注意 (警告を含む)を促す内容
があることを告げるものです。

る内容を示しています。

●
この記号は禁上の行為であることを告げる

ものです。
この表示を無視して、誤つた取扱いをすると、

人が傷害を負う可能性が想定される内容およ

び物的損害のみの発生が想定される内容を示

しています。 ●
この記号は行為を強制したり指示する内容

を告げるものです。

△ 警 生回
●表示された電源電E(交流100∨)以外の電圧で使用しないてください。火災・感電の原因となります。

●この機器を使用できるのは日本国内のみです。船舶などの直流 (DC)電源には接続しないでください。
火災の原因となります。

Θ
轟

●風呂場などの水場では使用しないてください。火災、感電の原因となります。 Θ
水場禁止

●端子カバーをはすして端子の接続をする時は必ず電源プラグを抜いてから作業してください。

感電の原因となります。 電ヨプラグを抜け

●使用中は端子カバーを取付けて、

感電の原因となります。

端子に触れないようにしてください。 ⑨
接触禁止

●この機器を改造しないてください。火災・感電の原因となります。

●この機器のキャビネット、カバーは、絶対に外さないてください。内部には電圧の高い部分があり、感電の原因となります。

内部の点検・整備・修理は販売店にご依頼ください。

●万一、煙が出ている、変なにおいや音がするなどの異常状態のまま使用すると、火災・感電の原因となります。

すぐに電源プラグをコンセントから抜いてください。煙が出なくなるのを確認して、販売店に修理ac~依頼ください。

●万一、機器の内部に異物が入つた場合は、電源プラグをコンセントから抜いて販売店にご連絡<ださい。

そのまま使用すると火災・感電の原因となります。

●万一、内部に水などが入つた場合は、電源プラグをコンセントから抜いて販売店にご連絡ください。

そのまま使用すると火災・感電の原因となります。

●万一、この機器を落としたり、キヤビネットを破損した場合は、機器本体の電源スイツチを切り、電源プラグをコンセ

ントから抜いて販売店にご連絡ください。そのまま使用すると火災・感電の原因となります。

△
』

●この機器の通風孔をふさがないてください。通風子しをふさぐと、内部に熱がこもり火災の原因となります。

●この機器には、内部の温度上昇を防ぐため、後面パネルに通風孔があけてあります。

次のような使い方はしないてください。
・この機器をあお向け、横倒しや逆さまにする。
。この機器を押入れ、ラック以外の本棚などの風通しの悪い、狭いところに押し込む。

・テープルクロスをかけたり、絨毯、市団の上に置いて使用する。

③
刹

●この機器の通風孔から内部に金属類や燃えやすいものを差し込んだり、落とし込んだりしないで<ださい。

火災・感電の原因となります。特に小さいお子様にはご注意ください。
③
轟

●この機器の設置は、放熱をよくするために壁から5cm以上の間隔をおいて設置してください。
発熱により高温となり、火災・やけどの原因となります。

また、他の機器との間は少し離して置いてください。ラックなどに入れるときは、隙間をあけて<ださい。
●
『

●この機器の上に花瓶たコップ、
こぼれたり、中に入つた場合、

化粧品等、薬品や水の入つた容器や小さな金属物を置かないてください。

火災・感電の原因となります。 ③
藝●電源コードの上に重いものをのせたり、コートが本機の下敷きにならないようにしてください。コートが傷ついて、

火災・感電の原因となります。コードの上を敷物などで覆いますと、それに気付かす、重いものをのせてしまうことが

ありますのでやめてください。

●電源コートを傷つけたり、10工 したり、無理に曲げたり、ねじつたり、引っ張つたり、加熱したりしないてください。

コードが破損して、火災・感電の原因となります。

③
熱-2-



△ 警 告

●電源コートが傷んだら (芯線の露出、断線など)販売店に交換をご依頼ください。
そのまま使用すると火災・感電の原因となります。 ③

轟
△ 注 一日〔

●他の機器を接続する場合は各々の機器の取扱説明書をよく読み、電源を切り、説明に従つて接続してください。
又、接続は指定コードを使用してください。指定以タトのコートを使用したリコードを延長したりすると発熱臥
との原因となることがあります。

●ぐらついた台の上や傾いた場所など、不安定な場所に取り付けないてください。
落ちたり、倒れたりしてけがの原因となることがあります。

やけ

鯰
●電源を入れる前には音量 (ポリューム)を最小にしてください。突然大きな音がでて聴力障害などの原因となります。 △

赫
●窓を締め切つた自動車の中や直射日光が当たる場所など異常に温度が高くなる場所に放置しないてください。
キャビネットや部品に悪い影響を与え、火災の原因となることがあります。 岬
●湿気やほこりの多い場所に取り付けないてください。
火災・感電の原因となることがあります。 ⑬

義
●調理台や加湿器のそばなど油煙や湯気が当たるような場所に取り付けないてください。
火災・感電の原因となることがあります。 Θ

一
●この機器に乗つたり、ぶら下がつたりしないてください。特にお子様にはご注意ください。
倒れたり、こわれたりしてけがの原因となることがあります。 ③

禁  止

●お手入れの際は安全のため、電源プラグをコンセントから抜いて行つてください。
感電の原因となることがあります。 ｅ

¨●年に一度ぐらいは、機器内部の掃除を販売店などにご相談ください。
機器の内部にほこりのたまつたまま、長い間掃除をしないと火災や故障の原因となることがあります。
特に、湿気の多くなる梅雨期の前に行うと、より効果的です。
なお、掃除費用については販売店にご相談ください。

△
』

●長期間、この機器をご使用にならないときは、安全のため必ず、電源プラグをコンセントから抜いてください。
火災の原因となることがあります。 ｅ

ｍ●移動させる場合は、必す電源プラグをコンセントから抜き、機器間の接続コードなど外部の接続コードを外してから
おこなつてください。コードが傷つき、火災・感電の原因となることがあります。 e

電源プラグを抜け

●電源プラグを抜くときは、電源コートをヨ|っ張らないてください。コードが傷つき、火災・感電の原因となることが
あります。必ず電源プラグを持つて抜いてください。 鯰
●濡れた手で電源プラグを抜き差ししないてください。感電の原因となることがあります。 ⑨

ぬれ手禁止

●電源コードを熱器具に近付けないてください。コードの被覆が溶けて、火災・感電の原因となることがあります。 ③
轟
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■設置・使用上のご注意
・次のような使い方はしないで<ださい。故障の原因となります。

×

・電源プラグをコンセントから抜く時は、プラグを持
つて抜いてください。コードを持つて抜くと故障の
原因となることがあります。

・直射日光のさし込む場所や温度、湿度の高くなる場

所には設置しないでください。

×

・通風子Lをふさぐようなシートや物を置かないように

してください。温度が上昇し放送が中断したり、故

障の原因となることがあります。
・水の入つたものを上に置かないでください。水が内

部に入ると故障の原因となることがあります。

×

Q
・後面パネルの通風子L等から内部に金属物を落とさない
てください。もし入つてしまつた時にはすぐに電源プ
ラグをコンセントから抜いて販売店に連絡してくださ
い。そのままにしておくと、故障の原因となることが

あります。
・分解または改造をしないてください。

。電気的雑音の多い場所でご使用になる場合は、雑音発生源や雑音がのつた強電線から入力、出力線
及び本機をできるだけ離して<ださい。

。設置工事をする場合、スピーカー線とマイク等の入
力線とは同一配管内に通さないてください。

・設置工事をする場合、マイク等の入力線を調光器

や蛍光灯などの雑音の原因となる接続線とは同一

配管内に通さないてください。

・電源は調光器や蛍光灯などの系統とは必ず別にし
てください。それでも不十分な場合はアンプヘの
AC100V電源線にノイズフィルターを入れて
ください。

。本機の雑音発生の原因となる機器※の近くには設置

しないてください。
※高周波機器 (乾燥機、医療機器)デジタル機器
(パソコン、電子楽器等)、 携帯電話機、プラッ

シングモーター、自動車の通る道等
。本機の近くで携帯電話機を使用しますと、雑音発生

の原因となります。本機を使用中に携帯電話機を使

用される場合は十分ご注意ください。

但
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■各部の名称と説明 (前面)

回線2動作表示灯 (緑)

回線2選択スイッチ
回線2側に接続されたスピーカーに放送す
る場合はこのスイッチを押してください。

回線1動作表示灯 (緑)

回線1選択スイッチ
回線1側に接続されたスピーカーに放送す
る場合はこのスイッチを押してください。

マイク1音
マイク1入カジャックに接続された
マイクの音量を調節します。

マイク2音量調節つまみ
マイク2入カジャックに接続された
マイクの音量を調節します。

マイク3音量調節つまみ
マイク3入カジャックに接続された
マイクの音量を調節します。

マ イク 4音量調節 つまみ
マイク4入カジャックに接続された
マイクの音量を調節します。

マイク5/ライン1音量調節つまみ
マイク5/ライン1入カジャックに接続された
機器の音量を調節します。
ミュート回路付です。7ページの「ミュート回
路について」をご覧ください。

マイク6/ライン2音量調節つまみ
マイク6/ライン2入カジャックに接続された
機器の音量を調節します。

電源表示灯 (青 )
電源スイッチを押すと
青色に点灯します。

電源スイッチ
押すと電源が入ります。

主音量調節つまみ
各入力のミキシングされた音量
を調節します。

高音音質調節つまみ
右回りで高音が増強され、左回りで高音が減
衰されます。中央のクリック位置が標準です。

低音音質調節つまみ
右回りで低音が増強され、左回りで低音が減
衰されます。中央のクリック位置が標準です。

ライン3音量調節つまみ
ライン3入カジャックに接続された
機器の音量を調節します。

動作表示灯
出カレベルの表示をします。
連続して赤色で点灯しないように各音量
と主音量を調節してください。

-25 -18 -10 -6  0dB

幸1幸平1幸
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■各部の名称と説明 (後面)

ライ ン 3入カ ピンジ ャック
(-22dB∨/600Ω 不平衡)
[音量調節器付]

外部機器を接続してください。ステレオ機器

はL/Rチャンネルに関係なく、モノラル機
器はどちらかのビンジャックに接続してくだ

さい。マイク5/ライン1放送時には、この
ライン3入力の音量が自動的に減衰します。
7ベージの「ミュート回路について」をご覧
<ださい。

録音出カピンジャック
(OdBV/600Ω 不平衡)
カセットデッキの録音入力 (REC iN)
に接続してください。

ライン出カピンジャック
(OdBV/6000不 平衡)
増設アンプの入力に接続してください。

電源コード
電源プラグをAC100∨コンセントに
接続してください。

アース端子
(雑音低減用)
この端子は他の音響機器などを接続した場合
の雑音の低減をはかるためのものです。

安全フースではありません。

端子カバー

このカバーを取りはすすと内側にスピーカー

出力端子とリモートコントロール端子があり

ます。スピーカーや外部接続機器を本機に接

続されるときは、この端子カバーをはずして

ください。出力端子台の接続が終われば必ず

このカバーを取付けてください。

リモートコント□―ル
電源起Ell入力を接続します。

(11ページの説明参照)

ミュート調節つまみ
ライン3のミュート減衰量を調節します。左回して減衰量が

増強され、右回して減衰量が低減されます。右回しきり位置

では減衰量が「 0」 になります。7ページの「ミュート回路

について」をご覧ください。

マイク6/ライン2入カジャック
(-62dB∨ 6000/-22dB∨ 10kΩ 電子平衡)
[音量調節器付]

マイク5/ライン1放送時には、このマイク6/ライン2入力

の音量が自Ell的に減衰します。7ページの「ミュート回路

について」をご覧ください。

マイク5/ライン1入カジャック
(-62dB∨ 600Ω/-22dB∨ 10kΩ 電子平衡)
[音量調節器付]

接続する機器のレベルに合わせて入カレベル切換スイッチを

設定して<ださい。

マイク1入カジャック
(-62dBV/600Ω 電子平衡)
[音量調節器付]

マイク2入カジャック
(-62dBV/600Ω 電子平衡)
[音量調節器付]

マイク3入カジャック
(-62dB∨/600Ω 電子平衡)
[音量調節器付]

マイク4入カジャック
(-62dB∨/600Ω 電子平衡)
[音量調節器付]

パワー入カピンジヤツク
(OdBV/600Ω 不平衡)
本機を増設アンプとして使用する場合に、他の

アンプのライン出力に接続してください。本機
を単独で使用する場合は、ライン出力とパワー

入力の接続ピン (左図)を必ず接続してください。

ライン出力

-6-



■各マイク入カジャックについて
●本機のマイク1、 マイク2、 マイク3、 マイク4、 マイク5/ライン1、 マイク6/ライン2の各入カジャック
はキャノンタイプコネクター (× LR-3-31相当)です。接続にはキャノンタイプコネクター、及び大形単
頭プラグが使用できます。プラグの抜けなどのトラブルを防ぐためにキャノンタイプコネクターの使用をおすす
めします。

ハ 注ゝ意 配線調 違えない、ショートさせない.機器の損傷や火災。感電の原因となることがあります。

キャノンタイプコネクター結線図            `
(×LR-3-12C相 当

■平衡                                 .ズ 雨各

‡倶リリングワッシャー

ホ:q:をI (ホット)

(シールド) シールド

←ねじ
‐スプリングワッシャー

接続のはずし方
マイク入力 ●キャノンタイプコネクターの接続をはずされるときは、本

機側のコネクターのラッチを押しながら抜いてください.

■端子カバーのはずし方
●スピーカーやリモートコントロールを本機に接続されるときは、端子カバー両端のねじ2本をはずし、カバーを
はずしてください。各端子の接続後には、必ず端子カバーを元どおり取付けてください。 (図 1参照)

△鈴ぎ詔黛薦MLぢ蹴宅恣見簿瑾IFξぎな牌型番訴「れ`

図1

■ミュート回路について
●マイク5/ライン1放送時にはマイク6/ライン2入力、ライン3入力の音量が自動的に減衰します。また、放
送が終わると自動的に元の音量に戻ります。 (図 2参照)

●ライン3の減衰量は後面のミュート調節つまみで調節することができます。右へ回すと、減衰量が小さくなり、

左へ回すと大きくなります。右回しきり位置では、減衰量が「0」 になり、ミュート回路が働いても放送の音量

は下がりません。 (図 3参照)

●ミュート調節つまみ

ミュート回路が働いている
注意)工場出荷時は右回しきり位置に設定され
ていますので、ミュート回路が働いても

ライン3の入力の音量は自動的に下がり
ません。
ライン3の放送の音量を下げる場合は必

ず減衰量の調節をおこなつてください。

l

|

放送の音鉗

徐々に元の

大きさにもとる 右回しきり (最小)位置で
減衰量が「0」 になります。

ィ

ン

中

マ

イ

送

ラ

放

／

を

６

３

ク

ン

イ

イ

マ

ラ

″／
５ク

２

ン1放送開始
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大
き
さ

▲
Ｔ
ｌ
ｌ

間時

　

２

４

　

３図

大

ミュート

◎
ヽ

リ
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■接続例

＞。
２

　

　

＝

線

　

　

＝

徊
　
　
Ⅲ
一
◎

スピーカー出力
回線2ヘ

スピーカー〈回線 1)

i311■ ■=]◎
ダイナミックマイクロホン
MC-9110L

カセットプレーヤH録音曰

スピーカー出力
回線1ヘ

評

マイク5/ライン1
入カジャックヘ

マイク1入力
ジャックヘ

マイク2入力
ジャックヘ

録音出力
ピンジャックヘ

AC100V
コンセント

0。
中

ｇ

△ 涼男辟貌9辮護鍵き師

大形単頭プラグ

マイク1、 マイタ2、 マイク3、 マイク4、
マイク5/ライン1、 マイク6/ライン2
の各入カジャックの接続にはキャノンタイ
プコネクター及び大形単頭プラグがご度用
になれます。
プラグの抜けなどのトラ功レを防ぐために
キャノンタイ」EDネクターの使用をおすす
めします。キャノンタイプ

コネクター
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■スピーカーの接続方法
●スピーカーを接続されるときは、後面の端子カバーをはずしてください。

内倶1に出力端子台があります。出力端子台の接続が終われば必ず端子カバ
ーを元どおり取付けてください。

△難幡鮮1%罰鯛馴習激ξ場賜雉瑳洛送鰍嬰睡鴨Fれ
｀

□―インピーダンススピーカーの接続

<□―インピーダンススピーカーの接続例>
◆FA-612の場合
・8Ω 60Wスピーカー2個

8Ω 60W

◆FA-606の 場合

・8Ω 30Wス ピーカー2個

アンプ品番 (定格出力) 適合負荷インピーダンス スピーカーの必要容量

FA-612(120Wn
4Ω～16Ω

1乏ЮW以上

FA-606(α 釧り 60″以上

。16Ω 30Wスピーカー4個

。16Ω 15Wス ピーカー4個

モ．卜〕＋

リ

ン

一

コ

注意):星裏霧堰二冤Z理曇悪手をこ喜曾〔基Iピニ1とみ香践7'こ三日5賃憲属R最雫危憲E竃訂=L
。屋指事乏受會

里先―の定格入力は、スピーカー1個に加わる入力W数より大きいものを使用

してください。

くスピーカー配線材の太さと配線可能距離のめやす>

%
4Ω  70系 100系 共通 100系

芯 線 の 太 さ



ハイインピーダンススピーカーの接続

●接続できるスピーカーは下表のとおりです。

◆FA-612の 場合

◆FA-606の 場合

①l系統で放送する場合
・ダイレクト端子は回線1及び回線2の選択操作にかかわらず出力されます。
<ダイレクト端子の接続例>
ハイインピーダンス 100系   Q70系   Ω 合計インピーダンス :く 100系>

83Ω (FA-612)、
<70系>
42Ω (FA-612)、

167Ω (FA-606)

83Ω (FA-606)
アッテネーター付
ハイインピーダンス

出力端子 適合負荷インピーダンス スピーカーの必要容量

出力 83Ω 83Ω以上 スピーカー{トランス付)の合計容量がlZ〕〃以内

出力端子 適合負荷インピーダンス スピーカーの必要容層
出力 167Ω 167Ω以上 スピーカー(トランス付)の合計容量がαNV以内

1塾
二
1ン

ピー
| | ′
鳳
レ 『
よ
% コ」晨世ちレ

■ 49 7Qtt πp系 共■ 100系 共通100系 ―  +

①2系統で放送する場合 (回線選択スイッチ使用時)
。回線1及び回線2の選択スイッチ押すと、ハィィンピーダンス出力の回線1及び回線2に出力します。

合計インピーダンス :

83Ω以上 (FA-612)、 167Ω以上 (FA-606)

回線選択スイッチ

回線2
(回線 2選択スイッチに対応)

回線 1
(回線 1選択スイッチに対応)

ダイレクト
(回線 1/2選択スイッチに非対応)

品  番 線の太さ φ09mm φl.Omm φl.2mm φl.6rrlm φ2.Omm φ2.6rrlln
FA-612 83Ωの場合の延長距離 145m 180m 280m 500m 770m 1.3肺
FA-606 167Ωの場合の延長距離 290m 360m 560m l kη 1.5肺 2.6b

注意)・ スピーカーの合成インピーダンスが、アンプの適合インピーダンスより小さくならないようにしてください。
・スピーカーの合計W数はアンプの定格出力以下にして<ださい。
・ハイインピーダンススピーカーと□

“
ィンピーダンススピーカーを同時に使用することはできまこん、

・感電に注意 1出力端子には、定格出力時に次に示す電圧がかかります。
FA-612:約 100∨ (出力83Ω )、 FA-606:約 100∨ (出力167Ω )

<スピーカー配線材の太さと配線可能距離のめやす>

ハイインピー
ダンス
スピーカー   +

ローインピー
ダンス
スピーカー 一―

―

‥

‥

‥

Ｌ

急

イ

雌
□
［］‐‐融
回回線1選択スイッチ
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%
4Ω 70系 1∞系 共通

■リモートコントロールについて
●リモートコント□―ルはペーシング放送、リモートマイク放送、プログラムタイマ

ーによるチャイムの時報

放送等のタト部接続機器から、本機の制御を行う場合に使用します。

●無電圧メーク接点制御方式により外部より本機の電源制御がおこなえます。

無電圧メーク

<ペーシング放送の接続例>
。1系統で放送する場合の接続例

1・ =0=《
》

スピーカー出力
HOT:ハイインピーダンス100系ヘ
cOM:共通ヘ

モ． ト
トロ． ′
＋

リ
ン

一

コ

マイク5/ライン1
入カジャックヘ

曾
囲 AC1 00Vコンセント

榊扶鑑含ユニット

∠ゝ 漁労鸞I怠3最得護警L讀「
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<プログラムタイマによるチャイムの時報放送の接続例>

スピーカー出力
HOT:ハイインピーダンス100系ヘ
COM:共通ヘ

AC100∨
コンセント

昌
凹

．坂
蘇
λ

△
注意 歎 ∞ 雛 簾 鰤
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■故障かな?
アンプの調子がおかしい時、案外簡単なことが原因となっている場合があります。

修理を依頼される前に次の点検項目をチェックしてみてください。

症 状 点 検 項 目 対 策

全く動作しない

電源が接続されていますか。 電源プラグをコンセントに差し込んでください。

電源表示灯が点灯していますか。 電源スイッチを入れてください。

電源スイッチは入つていますか。 電源スイッチを入れてください。

各音量調節つまみが絞られていませんか。 晉音量を通当な音量に調節してください。

有線マイクの音声

がでてこない

マイクのトークスイッチは入つていますか。 マイクのトークスイッチを入れてください。

マイクプラグは確実に差し込まれてしヽますか。 マイクプラグを確実に差し込んでください。

マイクは正常ですか。 他のマイクと交換してください。

マイク音量調節つまみが「0」 位置になつていませんか。 適当な音量に調節してください。

スピーカーから音

が出ない

スピーカー線は確実に接続されていますか。 スピーカー線を確実に接続してください。

ご使用の入力の音量調節つまみが「0」 位置になっていませんか。 適当な音量に調節してください。

主音量の音量調節つまみ「0」 位置になっていませんか。 適当な音量に調師してください。

ライン出力とノ
'ワ

ー入力の接続ピンが確実に接続されていますか。 接続ピンを確実に接続してください。

音がわれる 出カレベルメーターの赤色IF「Dが常時点灯していませんか。 赤色IFnが常時点灯しないように音量を調節してください。

音質がおかしい 各音質調節(低音、高音)つまみが正しく調節されていますか。 音質調節つまみの説明をよく読んで調節してください。

雑音がでる
本機やスピーカーコード、マイクコードなどがノイズを発生する
機器の近くにありませんか。

ノイズを発生する機器から通ざけてください。

外部接続機器の音が

でないまたは1ヽさい

外部接続機器の電源は入つていますか。 外部接続機器の電源を入れてください。

外部接続機器及び本機側の音量調節つまみが「0」 位置になつて
いませんか。

適当な音量に調節してください。

外部接続機器の出カレベルと本体の入カレベルが合っていますか。 調整してください。

外部接続機器が正常に動作していますか。 外部接続機器の取扱説明書により対策してください。
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■仕 様
番 FA-606 FA-612

便 用 電 源 AC100∨ 50/60Hz
定 格 消 費 電 力 70W(電気用品安全法による測定方法に基づく) 120W(電気用品安全法による測定方法に基づく)

)肖 費 電 流 AC 2_OA AC 3.7A

定 格 出 カ 60W 120W

荷
一
スン

員

ダ一

カ

ピン

出

イ

167Ω  (ハイインピーダンス100系)

83Ω   (ハイインピーダンス70系 )

83Ω  (ハイインピーダンス100系)

42Ω  (ハイインピーダンス70系)

40～ 16Ω (□―インピーダンス)

ラ イ ン 出 力 OdBV 600Ω  不平衡

録 〓
日 出 カ OdBV 600Ω  不平衡

ひ ず み 率 1%以下 (ライン1 lkHZ定格出力時)

周 波 数 特 性 50Hz～ 20kHz 偏差±3dB {ライン1 定格出カー10dB時 )

質 調 節
嵯
詰

100Hzに於いて±10dB

10kHzに於いて±10dB

(lkHz基準)調 節器付

(lkHz基準) 調節器付

入 力 感 度 及 び

イ ン ピ ー ダ ン ス

マイク1:-62dB∨  600Ω

マイク2:-62dB∨  600Ω

マイク3:-62dB∨  600Ω

マイク4:-62dBV 600Ω

マイク5:-62dB∨  600Ω

ライン1:-22dBV 10kΩ

マイク6:-62dB∨  600Ω

ライン2:-22dB∨  10kΩ
ライン3:-22dBV 10kΩ

電子平衡 音量調節器付

電子平衡 音量調節器付

電子平衡 音量調節器付

電子平衡 音量調節器付

[]II]音
量調節器付

[]II]音
量調節器付

不平衡  音量調節器付

スイッチ切換

スイッチ切換

信 号 対 雑 音 比 60dB以上 パワー入力75dB以上

スピーカ ー回線選択 2回線 LED表示

動 作 表 一ホ 電源表飛灯:LED(青)、 回線選択:LED(緑 ×2)、 5ポイントレベルメーター:LED(緑×3、 黄Xl、 赤×1)

使 用 温 度 範 囲 -lo℃～+50℃

付 帯 機 能

電源起動 :無電圧メーク接点制御方式により本機の電源制御が可能 (制御可能電流 DC24∨  10mA)

ミュート機能 :マイク5/ライン1からの信号でマイク6/ライン2、 ライン3の音量を減衰

減衰量調節器付鍼衰量 :最大4 0 d Btt■ l

外 装

前面パネル (アルミニウム) マンセルNl近似色 プラック 塗装仕上げ

後面パネル (鋼板 :SECC)

カバー  (鋼板 :SECC)マ ンセルNl近似色 プラック 塗装仕上げ

外 形 寸 法 幅430mm 高さ146mm 奥行332mT

質 量 約8.5kg 約1lkg

付 属 口
¨

3極大型単頭プラグ  1個
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■タト観図 (単位 :mm)

靡邦骨

〇
一
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133± 1
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‥

回

・

ＪＯ
一
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品 質 保 証 書 持込み

蒼:骨:「會事「曇⑮:曾曇:i[9ま:::重「法菫:言倉1:[彙I呑屡警[1,L:IF顧盆寝F?[
<無償修理規定>

儡 珊 マ喝鍵昴事高珀≧√蓄

"譲

」
品と本

kる故障または損傷。
支障および損傷。

MEi:|:::::::::;[:::|::;:::::|::::i::|,1:::li;昔 i:::。

目合の出張費用。

撮ぎV逼7鮮民F送弓島『電風ダ霧荒星Rれ
た場合.

拡声用音響装置

期ノボル電機製作所

型
名 FA-606/612 ★製造番号  3D

この保証書は無償修理規定により無償修理を
行なうことを約束するものです。
お買い上げの日から左記期間中に故障が発生
した場合は、商品と本書をご持参、ご提示の
上、お買い上げの販売店に修理をご依頼<だ
さい。修理品の送料はご使用者においてご負
担ください。

堡
酷

簡

お買い上げから一年間
但し、消耗品を除<(詳 し<は下記に記載)

お
買
い
上
げ
日

★

年 月 日

★
お
客
様
欄

ご
需

一Ｔ

TEL(  )  一
★
販
売
店

住所 。店名 。電話番号

お
名
二剛 様

顧客サービスセンター フリーダィャル (無料電話)TEL0 1 2 0-014-602
受付時間 9:oo～ 12:00 13:00～ 17:oo (土 。日。祝日を除<)
商品や技術など、お問い合わせにお応えします。

本社・工場 〒5760051 大阪府交野市倉治3丁目5-lo TEL0 7 2-891-4602

972750FA606612 '13.1


